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　　　経営理念 　　　Mission

　　　Vision/Value

　　　Spirit

　　　品質・環境経営方針

感謝の念 私たちハヤシテクノは、マグネット材や高機能樹脂など特殊素材射出品を、金型技術・成形加工技術と自動化技術で安全と安心を追及し、
お客様に安心して製品を使用して頂く事を通して、全世界のみなさまに安全で快適な生活を提供し続ける事を使命とします。

自分自身の考え方を持ち、信頼し合い、挑戦し、成長し続けます。そして、真の「感謝の気持ち」を
込めたサービスを、世の中の方々へ提供し続けます。

6．男女問わず活躍出来る会社になります。

5．一貫性のある企業体質であり続けます。

4．地域に必要とされる会社になります。

3．経済や社会状況の変化に対応し、応用出来る会社になります。

2．働いて頂いている方々に入社してよかった・・・と思っていただける会社になります。

1．お客様に頼んでよかった・・・と思っていただける会社になります。

①陰口を言わない、②約束を守る、③嘘を付かない、④変化を受け入れる、⑤元気な挨拶、
⑥最後までやり抜く、⑦５Sが出来る、⑧報連相が出来る、を実践し、
「自分自身の考え方を持ち、信頼し合い、挑戦し、成長し続ける」人財集団を目指します。

9．社会とのつながりの中でルールを遵守する会社であり続けます。

8．高収入・高成長・高財務・好待遇の会社になります。

7．可能性を信じ、見つけ、引き出せる会社になります。

4.地域貢献、環境対策、リスク管理

3.人財採用/人財育成

2.顧客満足向上

1.原価低減
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2021年12月1日
株式会社ハヤシテクノ
代表取締役社長 林 史章



　　　組織の概要

（１） 名称及び代表者名

株式会社ハヤシテクノ

代表取締役社長　林 史章

（２） 所在地

本　　　社 長野県上伊那郡箕輪町大字中箕輪10800-119

第一工場 長野県上伊那郡箕輪町大字中箕輪10800-119

第二工場 長野県上伊那郡箕輪町大字中箕輪10320-17

金型工場 長野県上伊那郡箕輪町大字中箕輪14268-2

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

責任者 中澤 みさき

担当者　 管理課 中澤 みさきTEL：0265-79-8701

（４） 事業内容

プラスチック及びプラマグ成形加工・金型製造

（５） 事業の規模

第二工場 金型工場

5名

1643.42㎡ 703.09㎡

（６） 事業年度 1月～12月

　　　認証・登録の対象組織・活動

登録組織名： 株式会社ハヤシテクノ

関連事業所： 第一工場、第二工場、金型工場

活動： プラスチック製品並びにプラマグ製品の製造、及び金型の設計・製造

延べ床面積　　　 735.2㎡

本社・第一工場

従業員　　　　　 52名

管理課 TEL：0265-79-8701

本社・第一工場

第二工場

金型工場
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　組織図
　　●・・・部門長

主な役割・責任及び権限

代表者（社長）

環境管理責任者

環境事務局

部門長

全従業員

会議 ・環境経営システムの指示及び環境活動の報告

・環境活動レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）
・自部門における環境経営システムの実施
・自部門における環境方針の周知
・自部門の従業員に対する教育訓練の実施
・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
・特定された項目の手順書作成及び運用管理
・自部門の特定された緊急事態への対応のための手順書作成
・テスト、訓練を実施、記録の作成

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

・環境関連法規等の取りまとめ票を承認
・環境目標、環境活動計画書原案の作成

・環境活動の実績集計
・環境関連法規等取りまとめ表の作成
・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・環境活動の取組結果を代表者へ報告
・環境活動レポートの確認
・環境管理責任者の補佐、EA21推進委員会(環境整備PJ)事務局

役割・責任・権限

・環境目標・環境活動計画書を承認

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施
・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・環境経営に関する統括責任
・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備
・環境管理責任者を任命
・環境方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

・代表者による全体の評価と見直しを実施
・環境活動レポートの承認
・環境経営システムの構築、実施、管理、

・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施
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●松田部長 ●原部長 ●立松課長 ●原次長

●三澤次長 ●小野係長 ●平澤課長 ●清水課長

プロジェクト：環境整備、原価管理、品質保証、品質管理

品質保証部

成形課
生産

管理課
品質

管理課
技術課営業課 工作課

生産
技術課

管理部

経営会議

営業技術部 製造部

社長



2022年1月7日公表　ハルエネ排出係数：0.395kg-CO2、USEN：0.423kg-CO2 2020年3月23日見直し・作成

No. 項目 単位
基準年度

(2019年度)
2020年度 2021年度 2022年度

活動対象
部門

1 基準値比±2% 基準値比±2% 基準値比±2% ①～④

678,885 706,595

基準値比±2% 基準値比±2% 基準値比±2%

1,014,499 1,055,907

基準値比±2% 基準値比±2% 基準値比±2%

4,495.0 4,678.4

基準値比±2% 基準値比±2% 基準値比±2%

410.8 427.6

基準値比±2% 基準値比±2% 基準値比±2%

1,913.9 1,992.1

基準値比±2% 基準値比±2% 基準値比±2%

54.6 56.8

2 廃棄物排出量削減 ①～④

基準値比±1% 基準値比±1% 基準値比±1%

350.8 365.2

基準値比±2% 基準値比±2% 基準値比±2%

11,838.4 12,321.6

3 水使用量維持管理 ①～④

基準値比±1% 基準値比±1% 基準値比±1%

447.5 456.5

4 製品 ①～④

基準値-2件 基準値-4件 基準値-6件

7 5 3

基準値+2件 基準値+3件 基準値+4件

15 16 17

5 ①～④

1回/月 1回/月 1回/月

１回/月 １回/月 １回/月

6 1回/月 1回/月 1回/月

 -2.人財育成

 -2.製造原価の低減

 -1.顧客クレームの削減

13

9

件

件

 -1.５S活動　（環境パトロール）

 -2.社外清掃

 -1.方針展開会議（実績報告＆フォロー会議）

部門計画による

①管理部　②製造部　③工作課　④営業技術課　　

　-2.産業廃棄物排出量 kg 12,080.0

 -1.上水道使用量 m3

　-2.ガソリン使用量

452.0

　-5.LPG使用量 kg 55.7

　-1.一般廃棄物排出量 kg 358.0

　-3.軽油使用量 L 419.2

　-4.灯油使用量 L 1,953.0

工場内外の環境整備

CO2排出量 kg-CO2 692,740.0

  -1.電力使用量 kwh 1,035,203

L 4,586.7
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2022年1月7日公表　ハルエネ排出係数：0.395kg-CO2、USEN：0.423kg-CO2 2023年5月15日見直し・作成

No. 項目 単位
基準年度

(2022年度)
2023年度 2024年度 2025年度

活動対象
部門

1 基準値比±2% 基準値比±2% 基準値比±2% ①～④

497,244 517,539

基準値比±2% 基準値比±2% 基準値比±2%

1,215,399 1,265,007

基準値比±2% 基準値比±2% 基準値比±2%

4,668.3 4,858.9

基準値比±2% 基準値比±2% 基準値比±2%

240.7 250.5

基準値比±2% 基準値比±2% 基準値比±2%

2,216.8 2,307.2

基準値比±2% 基準値比±2% 基準値比±2%

63.3 65.9

2 廃棄物排出量削減 ①～④

基準値比±2% 基準値比±2% 基準値比±2%

1,293.6 1,346.4

基準値比±2% 基準値比±2% 基準値比±2%

11,809.0 12,291.0

3 水使用量維持管理 ①～④

基準値比±1% 基準値比±1% 基準値比±1%

467.3 476.7

4 製品 ①～④

基準値比-4 維持 維持

4 4 4

5 ①～④

1回/月 1回/月 1回/月

1回/月 1回/月 1回/月

6 1回/月 1回/月 1回/月

 -2.人財育成

CO2排出量 kg-CO2 507,391.5

  -1.電力使用量 kwh 1,240,203

　-2.ガソリン使用量 L 4,763.6

　-3.軽油使用量 L 245.6

　-4.灯油使用量 L 2,262.0

　-5.LPG使用量 kg 64.6

　-1.一般廃棄物排出量 kg 1,320.0

　-2.産業廃棄物排出量 kg 12,050.0

 -1.上水道使用量 m3 472.0

 -1.顧客クレームの削減 件 8

 -1.方針展開会議（実績報告＆フォロー会議）

部門計画による

①管理部　②製造部　③営業技術部　④品質保証部　

 -2.製造原価の低減

工場内外の環境整備

 -1.安全・環境パトロール

 -2.社外清掃
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基準値と目標値見直し中



2022年1月7日公表　ハルエネ排出係数：0.395kg-CO2、USEN：0.423kg-CO2

No. 項目 単位
基準年度

(2019年度)
2021年度

目標
2022年度

実績
評価 コメント

1

2 廃棄物排出量削減

3 水使用量維持管理

4 製品

 -1.顧客クレームの削減 基準値-4件

5

 -2.製造原価の低減 基準値+3件

16

5 工場内外の環境整備

1回/月 ○

１回/月 ○

6 1回/月 ○

 -2.人財育成

従業員増加
倉庫等片付け実施

基準値比±2%

基準値比±2%

基準値比±2%

基準値比±2%

基準値比±2% ○

1,320.0

×

245.6

基準値比±1%

基準値比±2%

基準値比±2%

1,035,203

507,391.5

1,240,203

55.7

1,953.0

64.6

12,050.0

　-2.ガソリン使用量 L ×

×

4,586.7 4,763.6

　-3.軽油使用量 L

CO2排出量 kg-CO2 692,740.0

  -1.電力使用量 kwh

　-1.一般廃棄物排出量 kg

kg

　-4.灯油使用量 L

　-5.LPG使用量 kg

　-2.産業廃棄物排出量

○

2,262.0

×

部門計画による

12,080.0

358.0

419.2

 -1.５S活動　（環境パトロール）

 -2.社外清掃

 -1.方針展開会議（実績報告＆フォロー会議）

 -1.上水道使用量 m3 452.0

○

472.0 ×

×

×

×

基準年度より生産量増加
成形機新規導入

外部研修や出張が前年より増加

工場周りを高圧洗浄機で掃除
したため

基準値比±1%

件

件

13

9

11

8
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★

・朝のストレッチ ・熱中症対策　6月～9月塩分タブレット設置、水分補給/声掛け

・社外清掃　草取り：1回/月（5月～9月：1回/週）実施、ごみ拾い：2回/年実施　

★

・パトロール内容見直し実施

★

・常備灯/ドレンデストロイヤーフィルター（1回/月)、室外機(1回/3ヶ月)実施

*

・ごみ置き場を産廃業者ごとにプレハブへ変更(P.9参照)

・混合物のゴミ箱をプラスチック製のペール缶へ変更(〃)

・混合物で廃棄していたゴミの一部を別業者にて買取が可能か検討中

*

・8月…AED使用方法や救命方法を学ぶ講習会を実施(P.10参照)

・9月…消火器、避難はしごの使い方の訓練を実施(〃)

・コンサルの方とBCPマニュアルの改定を実施

・災害時の備蓄品を準備

*

・9月…第二工場LED化

・11月…省エネ最適化診断を受診

* 上記★の継続

* ゴミの排出量削継続

* 省エネ最適化診断の改善提案をもとに改善を進める

* 業務改善

継続実施中

BCP

安全パトロール

産廃関係

環境パトロール

省エネ活動
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■ゴミ箱の変更

混合物を入れていたゴミ箱に磁力のある製品がくっついてしまい混合物のコンテナへ入れる時に時

活動紹介

■ゴミ置き場変更

産廃業者ごとにシャッター付のプレハブに分別をわかりやすくした。シャッター付にしたことで雨風の心配

も
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活動紹介

■BCP訓練の様子

・救命講習会

・消火器、避難はしごの使い方訓練



　　環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価結果並びに違反、訴訟等の有無

　　法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。

法規制等の名称
適用される事項

（施設、物質、事業活動）
証拠書類、等 判定

契約書 ・ 許可書 ○

マニフェスト ○

マニフェストの保存（交付した日から５年間） マニフェスト ○

マニフェスト交付等状況報告書の提出
（前年度分(4/1～3/31)を6月30日までに）

交付状況報告書 ○

騒音防止法
騒音発生特定施設の届出
（空気圧縮機、射出成型機）

届出書 ✔

振動規制法
振動発生特定施設の届出
（空気圧縮機、射出成型機）

届出書 ✔

フロン類使用機器の点検（簡易、定期）

点検記録の保存（対象機器廃棄から３年間）

第1種特定製品の修理・処分 引取証明書 ✔

対象機器廃棄時
 フロン類の回収を専門業者に依頼
　1)「回収依頼書」を発行
  2)「引取証明書」の写しを専門業者に渡す

回収依頼書
引取証明書

✔

回収依頼書、引取証明書の保存
（対象機器廃棄後３年間保存）

回収依頼書
引取証明書

✔

消防法（危険物）
灯油タンク、オイルパン（バルブを含む）の管理
消火器の設置基準

現地目視、点検記録
検査済証

○

１．屋外灯油タンクからの油流出時の措置 油流出の発生無し ○

２．コンプレッサードレーン水の清浄管理 現地目視 ○

エアコン、テレビ、冷蔵庫の適正処理
 1)廃棄時に業者にリサイクル料金を支払う。
 2)業者から家電リサイクル券を受け取る。

リサイクル券 ○

リサイクル券：機器廃棄後の３年間保管 リサイクル券 ○

　　全体の評価と見直し

○

水質汚濁防止法

家電リサイクル法

過去３年間環境関連法規を逸脱する事項はなく、関係行政機関、近隣住民、顧客からの指摘、指導、苦情及び訴訟
は一件もありませんでした。

注）チェック欄…〇：遵守　×：不遵守　✔：該当なし確認　　（―：判断なし）　

廃棄物処法

一般廃棄物、産業廃棄物
（金属くず、廃プラ、廃油等）の適正処理

フロン排出抑制法

点検表
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環境に関しての活動の中心を今年1月から、環境整備PJ→EA21運営委員会へ名前と
メンバーを入れかえて、全社を巻き込める活動を目的としスタートしました。活動を進
めていく上で、本業に合わせた目標を設定しその目標に対して計画的な活動及び活
動結果の定期的な進捗を運営委員会で情報共有しながら進めてください。


